
 

 

 

 

 

 

 伊深の里にも、こいのぼりがあちらこちらでひるがえる季節となりました。平成３０年度がスタ

ートして１ヶ月が過ぎました。入学式では緊張した面持ちであった１４名の新１年生も、すっかり

伊深小学校の生活に慣れ、休み時間にグランドを走り回る姿や、教室で落ち着いて席につき挙手を

しながら授業に向かう姿を見かけます。また、新６年生は、たった５名しかいませんが、なかよし

グループや委員会、掃除や登下校など、すべての場面において積極的な動きをしてくれています。 

 ４月２１日土曜日にＰＴＡ総会がありました。その中で、平成３０年度の伊深小学校の経営方針

を「一人一人を大切にし、すべての子に力をつける学校づくり」と

し、キーワードを『一人一人』として発表しました。全職員で、児童６２名の一人一人を大

切にし、一人一人に学力をつけ、そして一人一人が主役になるよう教育活動を進めていきます。昨

年度末に学校教育活動について、大きな変革に取り組みました。それは、美濃加茂市教育委員会の

方針として、北部の小規模校（伊深小と三和小）に、一人一台のタブレットが導入されることにな

りました。そのため、これまで伊深小学校の特色ある教育活動であった「朗読劇（子ども祭り）」

を廃止し、タブレットを活用したＩＣＴ教育（授業実践）とふるさと教育（総合的な学習の時間）

を特色ある教育活動として教育を進めていくことにしました。 

 １１月には、タブレットや電子黒板などのＩＣＴ機器を活用した授業を公開し、２月には、総合

的な学習の時間で学んだことを学習発表会として発表します。また、ホームページにも取組の様子

を公開します。ぜひご覧ください。 

 ４月１９日（木）に１年生を迎える会が行われました。６年生

が初めて全校のリーダーとして企画運営をしました。２年生は

学校紹介を、３年生は先生紹介

を、４年生は３つの宝物紹介を、そして５年生は学校行事紹介をし

ました。６年生は、１年生一人一人にインタビューをし、１年生が

主役となって楽しめるレクリエーションを行ってくれました。１年

生は、どの子もにこにこ笑顔で会を楽しむことができました。６年

生の皆さん、これからも全校のリーダーとして頑張って下さい。 

                伊深小学校長 深尾鉃明 

伊深小 学校だより H３０年5月号 

FROM-0歳プラン推進校 

                        『明るく笑顔あふれる伊深っ子』 

                        学び合う 思いやる やりぬく 

【ＩＣＴ教育の合言葉】 

授業が変わる『どきどき』 

学びが楽しい『わくわく』 

児童が伸びる『ぐんぐん』 

こんなＩＣＴ教育を目指します 

【ふるさと教育の合言葉】 

豊かな自然にふれる 

温かい地域に関わる 

人々と心を通わせる 

こんなふるさと教育を目指します 

１年生を迎える会  



 


